
社会保険料引き下げに必要な医療制度改革とは？

共に学び合う児玉郡内の議員研修
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元参議院議員、社会保険料引き下げを実現する会
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我
が
国
の
制
度
が
抱
え
る
深
刻
な
「
構
造
的
問
題
」
を
再
確
認
い

た
し
ま
し
た
。
高
齢
化
と
人
口
減
が
急
速
に
進
む
中
、
現
役
世
代
の

負
担
は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
２
０
４
０
年
に
は
現
役
世
代
わ
ず

か
１・５
人
で
1
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
が
到
来
し
、
社
会
保

障
費
は
膨
張
を
続
け
て
い
ま
す
。
事
実
、
社
会
保
険
料
の
増
大
に
よ

り
、
こ
の
20
年
で
現
役
世
代
の
実
質
的
な
手
取
り
額
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち

美
里
町
に
と
っ
て
も
直
視
す
べ
き
現
実
で
す
。
美
里
町
で
も
少
子
高

齢
化
は
進
ん
で
お
り
、
地
域
を
支
え
る
現
役
世
代
へ
の
し
わ
寄
せ
は

看
過
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
深
刻
な
危
機

に
対
し
、
ミ
ム
リ

ン
健
幸
ポ
イ
ン
ト

等
の
健
康
底
上
げ

の
仕
組
み
を
実
践

し
、
今
後
も
全
世

代
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と

財
政
健
全
化
に
向

け
て
、
議
会
と
し

て
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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今
回
の
研
修
は
、
人
口
50
万
人
が
暮
ら
す
千
葉
県
市
川
市
に
お
い

て
、
市
役
所
の
議
会
事
務
局
や
市
長
部
局
の
管
理
職
を
通
じ
て
、
実

務
経
験
が
豊
富
な
講
師
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
予
算
・
決
算
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
基
本

的
な
こ
と
を
分
か
り
易
く
、具
体
的
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
項
目
と
し
て
は
、
①
予
算
・
決
算
の
審
査
の
ス
タ
ン
ス
、
②
予

算
審
査
・
決
算
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
、
③
予
算
・
決
算
案
に
対
す
る
議

会
の
意
思
表
明
等
で
し
た
。

　
町
長
部
局
に
対
す
る
議
会
・
議
員
の
機
能
と
し
て
、
行
政
執
行
が

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
（
行
政
監
視
機
能
）、
ま
た
、

行
政
の
方
向
性
や
政
策
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
こ
と
（
政
策
提
言
・

立
案
機
能
）
の
重

要
性
を
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

　
議
員
の
本
来
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
住
民
か
ら
の

意
見
や
要
望
等
の

実
現
に
努
め
る
と

と
も
に
、
住
民
の

代
表
と
し
て
政
策

や
予
算
等
を
議
決

し
、
行
政
を
監
視

す
る
二
元
代
表
制

の
担
い
手
で
あ
る

こ
と
を
強
く
自
覚

さ
せ
ら
れ
た
研
修

で
し
た
。
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